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て、聴衆の皆さまの前で寄付金贈呈を行いまし
たところ、講演会を聞きに来てくださった方た
ちが、自分たちの寄付先がわかってよかったと
喜んでくださいました。奉仕事業をわかりやす
くすることの重要性を学びました。
　「女性の地位向上、インターナショナルの平
和実現」に向け、着実に努力してきた私たちの
先輩に感謝しながら、私たちも奉仕事業をたゆ
みなく継続してゆきたく思います。
　来たる4月19日に、心待ちにしている「有森
裕子さん講演会」がございます。「思い続ければ、
夢はかなう」——ゾンタクラブに入会してくだ
さる方がありますように、一人でも多くの方が
講演会に参加してくださるように、祈っており
ます。

　あの未曾有の大震災から、ちょうど一年に
なりました。被災地の様子は、なかなか変わら
ないようで、今も不自由な生活を余儀なくされ
ている方も多く、何より肉親をなくされた方に
とっては、苦しみは今も続いているようにお察
しいたします。しかし、岩手県山田町に私たち
が協力して作ったゾンタハウス“おらーほ”に
集まってくる子どもたちの様子をみますと、明
るく前向きに進んでいっているようで、このま
まどうか元気に乗り切ってくれれば、と祈らず
にはいられません。
　昨年の「櫻井よしこ氏講演会」は3月10日、
ちょうど震災の一日前でした。その折、大阪Ⅰ
ゾンタクラブチャリティー講演会としては、初
めて、寄付をしている団体の方たちをお招きし

復興と
チャリティーイベントの
成功を祈って
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基調講演 「日本の任務」曽野綾子氏 を聞いて	 中務 和美

国際ゾンタより“ゾンタ歴30年以上の会員表彰”を受賞して
佐 木々 静子

26地区大会のレセプションに参加して	 後藤 安子

　2011年10月の26地区第11回地区大会（第2日目）にお
いて、26地区のゾンタ歴30年以上の各クラブの会員総
計71名が国際ゾンタより表彰され、大阪Ⅰゾンタクラ
ブから参加していた私と上田さんの二人に、次期国際
会長のリン・マッケンジー様から壇上で表彰状が手渡
されました。大阪Ⅰゾンタクラブでは他に徳光・川田・
辻・伊藤会員も含めて計6名が栄誉ある表彰を受けるこ
とができました。これもクラブメンバーの皆様のご支援
のおかげと感謝いたします。
　今後も健康に留意してゾンシャンとして活動していき
たいと思います。ありがとうございました。

　秀でた額、炯炯と光を放つ大きな瞳、そして辛
口の評論。お若い頃の曽野綾子氏について抱いて
いた私の印象は、演台に立たれた曽野氏の雰囲気
に先ず覆された。とても穏やかで親しみやすく、
何より包容力を感じさせられたからである。
　最初に口にされたのは、東日本大震災のこと。
戦争を体験した世代にとっては、何年となく続い
た戦争の恐怖と貧困に比べれば、半身麻痺ですん
だのだ、時間がたてば必ず全身回復する、との確
信に満ちた意見であり、私も全く同感であった。
　テーマの「日本の任務」であるが、「人には夫々
必ず任務がある。国家サイドでもそれは同じこ

　10月13日（木）午後6時半より、ホテル日航奈
良4Ｆ飛天の間にて歓迎レセプションが開かれ
た。26地区ガバナーの上田トクヱ姉より開会の
ごあいさつがあり、ホストクラブ奈良の清岡恵美
子会長より歓迎のごあいさつがなされた。つづい
て次期国際会長のリン・マッケンジー様により乾
杯がなされ、26地区各地からの参加者によるな
ごやかな交流が始まった。
　各地のゾンタクラブで活躍されておられる先輩
諸姉にお目にかかり、お話を聞けたことは有意義

と、義務（任務）を果たした時にはじめて自由が
得られる」と説かれたあたりから、サハラ砂漠を
縦断された折の話や、世界各地（特にアラブ諸国）
でされているボランティアの話となり、興味深く
伺っているうちに、制限時間が来てしまったよう
で、私の中では、テーマについての結論を明確に
掴むことが出来ないまま終わってしまわれたの
が、少し残念に思えた。
　ただ、「ボランティアは面白く楽しいものでは
ない、また受ける側より与える側が幸せである」
との言葉が心に残っている。

なものであった。奈良市長他関係諸機関のご来賓
の列席もあり、盛会であった。
　2時間もあっという間に過ぎ、最後に三宅定子
26地区副ガバナーの閉会の言葉でもって、翌日か
らのビジネスセッションの活発な会議の展開を祈
念して、レセプションは8時半過ぎに終了となった。
　私は久方ぶりに地区大会に参加させていただい
たが、各地区のクラブそれぞれの状況をお聞きし、
私自身の状況と考えあわせて、活動の参考になる
ことも多く、参加してよかったと思っている。

　国際ゾンタ26地区第11回地区大会が2011年10月13 〜 15日に開催されまし

た。奈良ゾンタクラブ・奈良万葉ゾンタクラブ・和歌山ゾンタクラブをホストク

ラブとして、会場のホテル日航奈良・なら100年会館には全国から335名のゾン

シャンが集まりました。2011年は、ゾンタが日本に誕生して50周年。50年の歩

みを振り返りつつ、これからのゾンタドリームの実現につなげようというテーマ

のもとに、様々なプログラムが盛り込まれ、充実した大会となりました。

国際ゾンタ 26地区 第11回地区大会

　　　【歩んできた道、これからの道】
〜ゾンタドリームの実現に向けて

表彰状の授与

2011年10月13日（木）〜15日（土）
於：ホテル日航奈良・なら100年会館

開会式

次期国際会長の講演スライドより

大阪Ⅰゾンタクラブの出席者　後列左から後藤安子、永井隆子、福味真樹紅、前列
左から税所凉子、六島雅子、倉斗秀子、佐々木静子、上田恵子、行岡陽子、大西治代
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第11回地区大会に出席して	 永井 隆子

　10月14・15日、奈良で行われた地区大会に、デ
リゲートとして出席した。一番の思い出は、「なら
100年会館」でのゾンタフラッグ・国旗及び各クラブ
フラッグパレードで、やはり国旗やクラブフラッグな
どを見ると心が厳粛になり、清 し々い気持ちになっ
た。私は東京Ⅰに次いで2番目に壇上に上がり、礼
をしただけであるが、何か重責を背負った感じにな
り、今後もずっとボランティア活動を続ける決心さえ
生まれた。
　第1回ビジネスセッションは、まず地区大会という
大きな大会を行うための大会会議規則の発表と承
認、ガバナー、副ガバナー報告、地区会計報告、
各エリアのＡＤ報告などが行われ、議案の審議とし
ては、2012年3月8日の「国際ゾンタローズデー」を
各クラブ一斉に祝うこと、3月17日に内閣府と共催予
定の男女共同参画推進事業を26地区の50周年事
業として行うことが決議された。
　第2回ビジネスセッションでは、地区役員選挙で、
役員候補者のスピーチが行われたが、指名委員長
を決める選挙だけで、他は無投票であった。
　第3回ビジネスセッションは、15日午後に行われ

た。午前に行われたワークショップでの次期国際会
長リン・マッケンジーさんの講演の中で、私たちのク
ラブの新入会員北村やゆ子さんの入会式の時の写
真が大きく出たのにはびっくりしたが、次期国際会
長の温かい気配りに感動した。
　午後のビジネスセッションは、選挙結果の報告と
新役員の紹介が行われた。この後、2年間地区役員
として多くの仕事をしていただく方々である。
　この国際ゾンタ26地区50周年記念地区大会を成
功させた、奈良ゾンタクラブの上田トクヱガバナーは
じめ役員、会員の皆さまに、心よりお慶びと感謝を
申し上げたい。

晩餐会で感じたゾンタの“魅力”	 福味 真樹紅

　私が初めてエリアミーティングの晩餐会に参
加しました一昨年の11月、開催地は金沢でした。
その時は、まだ入会して間もないころで、華やか
な会に、ただ緊張するばかりだったことを覚えて
います。今回はもっと大きな地区大会。次期国際
会長をお迎えしての議事や審議に初日から参加さ
せて頂いたこともあり、落ち着いて、リラックス
しながら、自分なりに楽しむことが出来ました。
　各エリアのアトラクション、ハンドベルや
ファッションショーなど趣向をこらした出し物も
楽しめました。その中でも一番盛り上がったの
は、阿波踊り。ホテルの大きな宴会場が阿波踊り
会場と化しました。ただ見るだけでなく、一緒に
体感できるものが印象に残ると言うことでしょう
か。他のクラブの方々とテーブルをご一緒させて
頂き、交流もさせていただきました。
　私は信濃大町によく滞在するのですが、松本ゾ
ンタの会員にお医者様も何人かおられ、個人的な

事ですが、大変心強く感じました。こうして、本
来お知り合いになれなかった方と出会うことがで
きるのもゾンタの活動の魅力だと思います。今後
も時間の許す限り、色々な会に参加させていただ
きたいと思います。

メモリアルサービスに出席して　	 六島 雅子

　2011年10月15日、朝8時よりホテル日航奈良
5階のチャペルにてメモリアルサービスが行われ
ました。チャペルの中は真っ白な蘭の花と白いト
ルコキキョウの花が一面に飾られ、厳かな雰囲気
の中、オルガン演奏とともに2009年6月〜 2011
年9月までの物故者名が読み上げられました。最
初に読み上げられましたのが、大阪Ⅰゾンタクラ
ブ チャーターメンバーの貴田茂子様でございま
した。先生のお名前をお聞きした瞬間、大阪Ⅰを
こよなく愛してくださった先生のお顔とお姿が浮
かんでまいりました。
　大阪Ⅰゾンタクラブでは46年間で21名もの
錚々たる方々がお亡くなりになりました。私がよ
くよく存じ上げている方、また遥か先輩で存じ上
げない方など……。大阪Ⅰゾンタクラブの長い歴
史を感じました。多くの先輩の方々に対して感謝
の思いと同時に、大阪Ⅰゾンタクラブを今後私ど
もが、より堅実なクラブとして存続させねばなら
ない責務を感じたのでございます。
　最後に「姿をなくしたあなたへ」という詩の朗
読がございましたが、私はこの詩に感動いたしま
したので、ここに書き添えさせていただきます。

ワークショップ3日目	 大西 治代

　リン次期国際会長はじめ、上田トクヱガバ
ナー、全国から集うゾンシャンは、前日までの疲
れをものともせず、3日目に臨まれた。早朝より
の厳かなメモリアルサービスに続いて始まった
ワークショップは「歩んできた道、これからの道」
と題され、リン女史の講演の後、3名のパネラー
によって日本ゾンタの50年が語られた。まず東
京Ⅰゾンタクラブの大賀恵美子姉は、61年前の
ゾンタとの出会いにはじまり、歴史を作り上げる
ことの困難さはあれど、選ばれし者の意識を持ち
ながら継続活動を、と説かれ、質の良いゾンシャ
ン増強のため、例会が有意義であれ、と結ばれた。
次いで当クラブチャーターメンバーの佐々木静
子姉は、設立時のご奮闘ぶりから入会メンバー
の質や人気の高さにもお話が及び、会場には和
やかな笑いも起こる。そして姉が日本政府代表

で出席された国連国際婦人年世界会議議長をゾ
ンシャンのシビラ女史がつとめられ、感動なさっ
たことと、我々の地位の高さについても伝えら
れた。最後に京都Ⅰゾンタクラブの浅井幸姉は、
これまでの奥深い支援活動を伝えられ、各人のゾ
ンタへのかかわり方の密度の濃さが大切であり、
すべてのコミュニティにおいて、ゾンタの名前
を広げ、楽しい思いのするゾンタを目ざしましょ
うと仰せで
あった。三
者三様の重
みのある発
言に、皆感
じ入ったこ
とと思う。

フラッグパレードにて

阿波踊りやハンドベル
演奏などの楽しい催し

姿をなくしたあなたへ　

奈良はもうすっかり秋になりました。

今、日本中のゾンシャンが集まっています。

多くの仲間と共に生きている喜びを感じる時、

私達は姿をなくした愛するゾンシャンのことを思うのです。

日本のゾンタ50周年。あなたがいて下さったから…。

心を込めて「有難うございました」

姿をなくした愛する人達は　心の中に大切にしまい、

いつも一緒に居れることを忘れず、私達は生きて行きます。

いつの日か、私達も姿をなくした時、誰かの心の中で

凛として生き続けられるよう、精いっぱい生きて行きます。

あの空からずーっと見守っていてください。

そして私たちが道をはずさないようお導きください。

今、心静かにあなたのことを想っています。

—姿をなくしたあなたへ—

左から京都Ⅰの浅井幸姉、大阪Ⅰの佐々木静子姉、
東京Ⅰの大賀恵美子姉
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村木厚子氏特別講演を聞いて	 倉斗 秀子

　現在、内閣府政策統括官として、共生社会政策
担当兼自殺対策推進室長兼待機児童ゼロ特命チー
ム事務局長村木厚子氏の「共生社会を考える」—
子どもと男女共同参画の視点から—のご講演を
伺った。
　男女・子どもをコンセプトに少子高齢化が、社
会に今後もたらす経済的・社会的影響、危機感を、
過去20年から現在そして20年、50年先までを資
料を示しながら解り易く説明された。その凛とし
たたたずまい、若々しい声とソフトな語り口でズ
バリ、共生社会を共に支え生きていくには、
1．一人ひとりが力をつける
2．仲間（ＮＰＯ等）の活動の支え
3．職業、社会保障の支え
が必要不可欠である、と語り、又、女性が働ける
環境を作ると子どもも生まれる。どうか様々な場
面で若い方を手助けしてあげて下さい、とも述べ
られた。
　さて後半は、生きていれば色々の事が降りか
かってくる。そしてそれを私達は選ぶ事ができな
いけれど、それをどう自分が処していくかは選ぶ
ことが出来る、と語り郵政不正冤罪事件のお話に

入った。ある日突然、支える立場から弱者になっ
たが、変わらない自分でいられたのは、
・�危機対応に慣れていた（すぐに出来る事、次に
出来る事を書き出して実行し精神の安定を図る）
・好きなことがあった（150冊もの本を読む）
・�めげない、体調を崩さない（そのために好奇心
を持ち、食べて寝たこと）
を挙げたが、何より自分を200％信じてくれた家
族・仲間の支えがあったから、又、弁護士などプ
ロのサービスが受けられた事も大きいと話された。
　村木氏のこの柔軟な心の持ちように会場の全員
が、心から感銘を受けた。最後に「これから50年生
きて、新しい女性がより歩き易くなれるよう力を尽
くす」と結ばれた。村木氏から生きるパワー・エネル
ギーをいただき、講
演のキーワード「異
なる社会・共に支え
合う」の通り、私達
会員もゾンタ精神の
下、力強い活動を
行っていこうと、よ
り意を強くした。

第3回ビジネスセッション	 行岡 陽子

　平成23年10月15日、13：30より、上田トクヱ
ガバナーを議長として第3回ビジネスセッション
が行われました。
　まずデリゲート（総数54票）による次期26地区
役員・指名委員の指名候補者の選挙結果として、
全員当選された由の報告がなされ、新役員の紹介
がありました。大変御苦労ですが、どうぞ国際ゾ
ンタのために、また26地区ゾンタのために頑張っ
ていただきますよう期待しております。
　続いて各地区委員長会（バイローズ・奉仕・奨
学金・LAA・国連・広報・Zクラブ・ゴールデン
Zクラブ・IT/WEBマスター・財団大使・50周
年記念事業実行委員会）の活動報告が各委員長か
ら熱心になされました。それぞれの委員長のご活
躍には感嘆いたしました。中でも26地区初めて
のZクラブの誕生は素晴らしいことで、希望の灯
がともり、今後の活躍が期待されます。

　その後次期国際会長から総評があり、大変おほ
めと感謝の言葉がありました。
　上田ガバナーの閉会の辞ですべての公式プロ
グラムは、つつがなく終了しました。関係者各
位には大変ご苦労様でした。深く感謝しますと
共に｢歩んできた道、これからの道−ゾンタド
リームの実現にむけて−」のサブタイトルの下に
開催されまし
た本地区大会
が、会員全員
の今後のゾン
タ活動に有意
義であり、指
針ともなりま
すよう願うと
ころです。

エクスカーション 夜の興福寺
	 〜不思議な明かりの中で〜

税所 凉子
　3日間のすべてのセッションが終わり、いよい
よエクスカーション出発の時間となった。「興福
寺閉館後特別鑑賞〜阿修羅像 ゾンタだけで独り
占め〜」この文句にひかれて、参加申し込みをし
たというのが本音である。行岡陽子氏も動機は同
じだったらしく、私を誘ってくださり、大阪Ⅰゾ
ンタクラブからは二人の参加であった。まずは若
草山から夕陽を見る予定だったが、小雨のため急
遽変更となり、バスは平城京歴史館へと向かって
走り出した。むろん、閉館時間をはるかに過ぎて
の到着となったが、館内は明るく、スタッフの方々
が全員普通の営業状態で出迎えてくださったのに
は驚いた。次に訪れた興福寺でも同じ状況で、ホ
ストクラブのきめ細やかな配慮に感銘を受けた。
　平城京ＶＲシアターは、バーチャルリアリ
ティーを駆使した映像で、非常にわかりやすく、
見ごたえがあった。都づくりが大きく展開してい
く様子は、現代の街づくりの原点を見るようで、
心を打たれた。

　次は興福寺へ。すっかり暗くなり、静まりか
えった境内は少し薄気味悪くさえ感じられたが、
東金堂を案内してくださった若いお坊さんは、行
灯のような明かりを手に、足元を気遣って進んで
くださった。次の国宝館では、開会式で来賓祝辞
を述べられた興福寺執事長・森谷英俊氏がじきじ
きに案内してくださった。通常はこのようなこと
は一切されていないということで、ここでもまた、
ホストクラブの方々の力量を思い知らされた気が
した。
　食事会は、奈良最高といわれる料亭・菊水楼で
の懐石料理だった。歩き疲れてお腹をすかせたゾ
ンシャンたちは、舌鼓を打ちながら交友を深めて
いた。料理長・松浦菊美氏が各テーブルを細やか
に回り、お料理の作り方などの質問に気軽に答え
てくださった。また、舞妓さんとの記念撮影など、
次期国際会長リン・マッケンジー氏もご満足の様
子だった。奈良の皆様の、心を打つプランと実行
力に心からの感謝の意を表したい。

ビジネスセッション風景

講演を終えた村木さん

閉館後に訪れた興福寺

復元された遣唐使船

舞妓さんとの
記念撮影

料亭菊水楼の料理長・松浦菊美氏の料理説明

感謝の意を述べられたリン・マッケンジー氏。
左は上田トクヱガバナー
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次期国際会長 Lynn Mckenzie様  お別れ晩餐会
地区指名委員　上田 恵子

　ニュージーランドから地区大会の為、遠路お越
しくださった次期国際会長のお別れ会をしていた
だけないかというお電話がガバナーよりあり、10
月18日リーガロイヤルホテルサファイアの間に
て行った。事前に大阪Ⅱゾンタクラブと相談し、
京都へお迎えをして宝塚観劇、そしてロイヤルホ
テルまでのご案内を大阪Ⅱ担当、夕食会、宿泊、
お見送りを大阪Ⅰ担当と決めた。　
　16時、大阪Ⅱのご招待で宝塚を観劇されたリ
ン・マッケンジー様ご一行をホテル玄関でお迎え
し、しばらくお部屋でご休憩いただいた後、18時
より開会した。奈良クラブからは、ガバナー上田
トクヱ様はじめ6名、大阪Ⅱからは河村さと子会
長、久岡眞佐代元会長、大阪Ⅰからは永井会長は
じめ7名（後藤、税所、佐々木、福味、行岡、上田）
が参加した。永井会長の歓迎の言葉と記念品贈呈
（七宝フクロウのブローチ）に始まり、佐々木会員
による乾杯、佐々木会員はその時胸につけておら
れた七宝のブローチをプレゼントされるというハ
プニングもあり、リン様はとてもお喜びになられ、
すぐに二つのブローチを付けてくださった。宝塚

　今年度の移動例会は、2011年11月、大阪市内の
中之島ダイビル2階のレストランヴァリエにて行わ
れた。早川企画委員長、六島副委員長、大西委員
の3人が、数か月前から会場探し・試食会を行い、
吟味して選んでくださった会場である。落ち着いた
雰囲気のすてきなフレンチレストランで、出席会員
一同満喫させていただいた。
　卓話は二宮金次郎七代目ご子孫である中桐万里
子氏を講師にお迎えした。
　今回は、会員以外の人々にもゾンタの活動を体験

音楽学校講師・関西二期会正会員の河村さと子様
や奈良ゾンタクラブ・大会実行委員長の松本真理
子様からはお歌のプレゼントと、宴は楽しく盛り
上がり、二時間程があっという間の感あり。奈良
の皆様は地区大会を開催された後でさぞお疲れで
あった事と思うが、「お料理もおいしくとても楽し
かった。久しぶりにくつろがせて頂きました」との
お言葉をいただきホッとした。私はホテルで宿泊
し、翌朝ガバナー、奈良の方々と関空へお見送り
をした。最初に名古屋クラブ主催の歓迎会でお会
いした時はお互い何か遠慮がちであったが、関空
では「長期間お疲れ様でした。ぜひまたトリノの
国際大会でお会いしましょう。お元気で！」と言い
つつ皆万感の思いあり。旅の平安とご健康を祈り
ながらお見送りをさせていただき、長かったこの
地区大会での行事も無事終了した。空港でもリン
様から昨夜の晩餐会についても重ねてお礼のお言
葉があり、大阪Ⅰのメンバーにくれぐれもよろし
くとのことでした。皆様ご協力ありがとうござい
ました。

瀬戸内海臨海部の環境保全に向けて
講師：後藤 安子会員

豊かな人づくりを求めて
講師：中桐万里子氏
　　　 （二宮尊徳7代目ご子孫）	

松　美佐子

　皆様は神戸新聞をお読みになりますか？　
2012年1月29日（日）の神戸新聞の一面で、「尼
崎運河を青い海に」の見出しが目に入った。「工
場排水で水質が悪化した尼崎市臨海部の尼崎運
河を『青い海』に戻そうと、今月水質浄化施設が
稼働した」との記事である。
　尼崎運河は工場排水が流れ込み、リンや窒素
が増え、夏場には赤潮が発生する。また、海底
にはヘドロが堆積する。そこで2008年から徳
島大学の教授を中心に貝や海藻を使ってリンや
窒素の除去を進める実証実験がスタートした。
一定の効果を得たので、このたび水質浄化施設
が稼働することになった。この施設は藻類をめ
ぐらせた水路を設けてリンなどを取り除く。浄
化した水は浅場に流してアサリやヨシなどの動
植物の生態環境を整え、使用した貝類や藻類は
回収して堆肥にする。施設の管理は兵庫県尼崎
管理事務所が担当するが、施設の稼働には大学
や地元の中学・高校も参加して、合同で清掃や

　二宮尊徳氏の生き様を手がかりに、との副題で
の卓話。
　昔、どの小学校にもあった二宮尊徳（金次郎）の
像。薪を背負って本を読む少年の姿は、勤勉と勤
労の象徴。しかしその後の金次郎のなした業績は
あまり知られていない。
　彼は、身長180cm、体重94kgの大男。江戸時代
末期、多くの農民が天災・人災（悪政）に苦しんでい
た。その現状を見て、書物の理想論ではなく、田畑
の稔りにこだわった実践が大事と痛感。自然災害の
備えや農業改善方法等について600の村々を回って
説き、彼の大きさや人柄にふれた村人は喜んで実践。

生物観察会などを実施することにしている。
　2011年8月26日から9月2日まで、アメリカ・
メリーランド州ボルティモア市で開催された第
9回閉鎖性海域環境会議『EMECS（エメックス）
9』において、尼崎市の高校生がこの臨海部の水
質浄化について研究発表を行った。
　官学合同で臨海部の自然環境保全に取り組む
ことは必要であり、特に地元の中学・高校にお
いては環境学習の場
として意義深いもの
と思われる。今後は
官学の連携を深めて
いくとともに、ＮＧ
Ｏとの連携も進めて
いく必要があるので
はないかと感じてい
る。皆様も海の環境
に関心を寄せていた
だければ幸いです。

飢饉や借金苦から救うことに成功したのである。
　例えば、彼の思想の中に、「従い逆らう」がある。
これは「自然をよく見よく知り、工夫し実践するこ
と」。茄子の味の変化から冷夏を予測し、寒さに
強い作物を作り、天保の大飢饉から農民を救うこ
とができた。しかし、彼は「私の名を残すな、行
いを残せ」と農民に言い残したのである。
　この他、｢報徳」「水車の実践｣「テイクアンド
ギブ」 ｢ポジティブシンキング」等の言葉や思想や
実践が紹介された。これらはすべて現代にも通じ
る、人と人、人と自然、自分と相手とのよりよく
生きる知恵でもあると痛感させられた。

2011年9月例会卓話

2011年11月例会卓話

移動例会に参加して	 税所 凉子

していただこうという趣旨のもと、会員の友人、知
人12名にも参加していただき、早川委員長から全
員の紹介が行われた。ゾンタについてご理解いただ
いたことで、会員増強にもつながる良い機会になり、
非常に有意義な例会
であった。すばらし
い会場をセッティン
グしてくださった企
画委員会の皆様に感
謝を申し上げたい。

参加者全員で記念撮影
関西国際空港にてお見送り

説明に熱が入る後藤安子会員

国際二宮尊徳思想学会  常務理事、関西学院大学  講師
・1974年東京都生まれ　
　慶應義塾大学環境情報学部卒業、 
　京都大学大学院教育学研究科に進学。
・大学院教授の薦めにより「尊徳研究」を始める。
・2005年　京都大学教育学博士を取得。
・2007年　�親子をつなぐ学びのスペース「リレイト」 

を主宰。

講師プロフィール松本真理子様、河村さと子様
からの歌のプレゼント
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日本のゾンタ、大阪Ⅰゾンタの歩み
講師：佐々木静子会員

行岡 陽子

珈琲あれこれ
講師：UCCコーヒー博物館長　楠 正暢氏

行岡 久美子
　2011年10月、26地区第11回地区大会第3日目の
日本ゾンタ誕生50周年記念ワークショップ「歩んで
きた道、これからの道」のパネラーの一人として、
かつ我が大阪Ⅰゾンタのチャーター会員として“日
本ゾンタ50年を語る”のテーマの下、大変判り易く
立派に講演された内容を踏まえて、クラブの新しい
会員や当日ご講演を拝聴出来なかったメンバーにも
と再度ご講演いただいたものである。
　講演はまず日本並びに大阪ゾンタクラブ設立の
いきさつすなわち1961年に東京ゾンタが設立され、
次いで国際ゾンタの要望で関西地区にもとのことで
佐々木会員他で準備、1965年5月4日大阪ゾンタの
認証状伝達式を迎えたこと、多くの希望者の中か
ら、当時は一業種一人の制約の中、各界の代表の
女性リーダーを選ぶのに大変ご苦労されたこと、そ
して1975年には日本政府代表として国連国際婦人
年世界会議（メキシコ）に参加され、その素晴らし
い手腕の議長が当時の国際ゾンタ・シビラ会長で
あり、大変誇らしく思われたこと、そしてその後の
クラブの歩みなど大阪Ⅰゾンタの歴史をいろいろの
裏話も交えて詳しく楽しく話され、ゾンシャンとし
てプライドと自信を持つべきと結ばれた。
　因みに
・�チャーター会員は広瀬勝代（会長、近畿ユネス
コ協会会長）、飯田順（大阪府教育委員、大阪
YWCA幹部会員）、辻久子（バイオリニスト）、山
崎豊子（作家）、天津乙女（宝塚歌劇団）、村山藤

　日本人の食文化において、珈琲の占める割合は、
ほかの飲料水に比べて高いようです。欧米風の食
事が取り入れられるようになって、街には喫茶店
が軒を連ね、一杯の珈琲が人々のおしゃべりに花
を咲かす立役者となっている光景があちこちで見
られます。1月19日の例会卓話は、身近な飲み物、
珈琲についてのお話でした。

【要旨】　初めて珈琲が発見されたのは1000年
前。数ある説話の中でも、イスラム僧のシーク・
オマールがイエメンのオザーブ山で鳥が「赤い
実」をついばんでいるのを見て、その実を食べた
ところ、疲れが癒され、気分が爽快になった、と
いう説と、エチオピアのヤギ飼いの少年カルディ
が赤い実を食べ、夜になっても元気で飛び回って
いた、という説がよく知られている。
　やがて珈琲はイスラムの世界で珍重な「薬」と
して広まっていった。（850 〜 922年、イスラ
ムの医学者ラーゼ『医学集成』は珈琲を薬として
扱っている）
　繁殖力の高い珈琲の木は、イスラム地方から
ヨーロッパへと広がり、イスラムの世界以外でも
生産されるようになっていく。1724年、日本で
は鎖国にありながら唯一外国との交易を許されて

子（朝日新聞社社主夫人）、中山マサ（日本最初の
女性大臣）、大原一枝・貴田茂子・近江栄美子・
牧野夫佐子（女医）、佐々木静子（関西最初の女性
弁護士・最年少）
・大阪ゾンタがSOMとなり発展続けているクラブ
　岡山・福井・大阪Ⅱの各ゾンタクラブ
・姉妹クラブ締結
　�台北Ⅱ（台湾）・コーバリス（米国）・光州（韓国）
の各ゾンタクラブ

・地区役員・委員長経験者
　17地区会計　辻恵美子　
　26地区会計　高橋喜美子、上田恵子
　26地区センチュリアン　辻恵美子、近江栄美子
　�26地区組織拡大委員長・26地区指名委員長　
佐々木静子
　26地区女性の地位委員長　行岡陽子
　26地区指名委員　上田恵子
　�エリアディレクター　飯田順、伊藤美智子、	
行岡陽子
　改めて我が大阪Ⅰゾンタクラブの歴史をうかが
い、佐々木会員始め今までの多くの会員が、設立
来幾多の波を乗り越えて協力し努力して今日まで
継続してこられたおかげで今日の大阪Ⅰゾンタがあ
ることを銘記し、ゾンシャンとして、大阪Ⅰゾンタ
のメンバーとして誇りを持って行動し、今後のクラ
ブの発展に寄与したいものと思う。

いた長崎の出島にオランダから珈琲がもたらされ
た。（1826年、シーボルト『薬品応手録』が珈琲
を薬としている）
　明治新政府により開国、外国との交流が盛んに
なり、1888年4月、東京の上野に初めて喫茶店
が開店、しかも、ブラジル珈琲が安価であったこ
とから日本人が本格的に珈琲を飲むようになり、
普及していった。ブラジル珈琲が普及した背後に
は1908年、ブラジルへ渡った日本人移民の方々
の努力と勤勉さ、忍耐強さが珈琲の生産に大きく
貢献したといわれている。
　近年、珈琲が注目されるようになったのは、珈
琲にはクロロゲン酸（ポリフェノール）とカフェ
インの成分が入っており、血糖値を下げたり血液
をさらさらにしたり、覚醒作用や利尿作用、リラッ
クス効果などがあることがわかったからである。

　珈琲党にとっては一挙両得ですね。珈琲につ
いてもっと知りたい方は「UCCコーヒー博物館」
へお出かけください。UCC珈琲発祥の地（神戸・
ポートピア）では、情緒あふれる館内でおいしい
珈琲がいただけるそうです。

2011年12月例会卓話 2012年1月例会卓話

UCCコーヒー博物館HPより

ワークショップでの講演を終えた佐々木静子チャーター会員
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LAA・奉仕委員会

OMC委員会

国際国連委員会

企画委員会

広報委員会

日　時：2012年1月19日　19：30 〜 20：00
出席者：�永井会長、川田副委員長、北村会員、福味

会員、上田
議　題：�•奉仕委員会の役割について	

• �イベント時の奉仕先への寄付贈呈について

　国際会長の提唱する「会員増強と地域クラブの再
活性化を」を受け、当クラブは、大イベントはもとよ
り毎月のプログラムも創意工夫を凝らし、多くの知
人・友人を例会に誘ったり、会員有志が集まっての
楽しみの課外クラブを立ち上げたりするなどクラブ
の再活性化が図られているといえます。しかし、そ
れが会員増強にはなかなかつながらないという思い
もあります。コミュニティの場にゾンタピンやバッチ
を着用しましょう。誇りを持ってゾンタの広報をしま
しょう。

● 9月例会
8月末に届いた国際ゾンタ国連委員長メアリ・ア
ン氏よりのメッセージをダイジェストし会員に配
布、説明を行う。

● 10月例会
国際ゾンタ国連委員長メアリ・アン氏のメッセ—
ジをダイジェストし、例会時に回覧。

● 11月例会
姉妹クラブ・コーバリス（米）、エチオピア・アジ
スアババホスピタルへのクリスマスカードを出席
会員全員のサインを入れて作成、送付。

● 1月例会（2012年）
LAA（立法意識・支援）委員会からのニュースレ
ターを会員に回覧、メール受信以外の会員の内、
希望者に配布。

● 2011年12月15日　
チャリティーイベント会場の中之島中央公会堂に
申し込み

● 2012年1月19日　
例会卓話　UCCコーヒー博物館長　楠正暢氏

● 2012年3月8日
例会　ローズデー
卓話  宮本光順尼

● 2012年4月19日
14：00　中之島中央公会堂
チャリティー講演会　有森裕子氏

● 2011年10月20日
・�例会にて大阪ⅠゾンタクラブＨＰ作成（予算）承
認、会報は年1回の発行となる

・�ＨＰ準備委員会立ち上げ…委員は会長はじめ理
事・各委員長・広報委員会委員

● 11月17日
・�ＨＰ準備委員会開催、ＨＰ準備小委員会（会長、
早川、税所、行岡陽子）設置

● 11月17日
第3回広報委員会
出席者：行岡（陽）、税所、松、水野、行岡（久）
議　題：会報64号の企画について

● 12月15日
会報64号への原稿依頼

● 12月7日
ＨＰ小委員会（どりむ社）
出席者：永井、税所、早川、行岡（陽）
議　題：ＨＰ作成進行について

● 2012年1月12日
ＨＰ小委員会（どりむ社）
出席者：永井、税所、行岡（陽）
議　題：どりむ社作成のＨＰ素案について検討
今後の進行予定（2/2　理事会・ＨＰ準備委員会合
同にて検討、2/16 例会にて提示、開設へ）
・�上田恵子さんインタビュー（聞き手  税所広報
委員）

● 2月2日
理事会・ＨＰ準備委員会合同にてＨＰ素案につい
て検討

● 2月21日
第4回広報委員会（どりむ社）	
出席者：行岡（陽）、税所
議　題：会報64号編集について

● 3月8日
会報64号発刊、会員に配布・各方面に発送

委員長  上田 恵子

委員長  倉斗 秀子

委員長  中務 和美

委員長  早川 住江

委員長  行岡 陽子

＊＊＊＊＊他クラブイベント参加報告＊＊＊＊＊

フェニックス神戸ゾンタクラブ  チャリティーバザーに出席して	 六島 雅子

　2011年11月19日（土）、神戸山手の高台にある神
戸外国倶楽部で例年通りバザーが開催され、私と上
嶋泰子会員2名で出席してまいりました。当日はあ
いにくの雨となり、足元が非常に悪く残念な状態で
心配したのですが、その雨の中をお客様が次々とタ
クシーで乗り付けて来られ、お茶室は見る見るいっ

ぱいになり、順番待ちといったところでした。
　私と上嶋さんは順番待ちの間、お買い得商品探し
に必死になり、疲れ切ったところでおいしいお菓子
とお抹茶を頂戴しました。フェニックス神戸ゾン
タクラブの皆様の頑張りのエネルギーをたくさんも
らって帰ってまいりました。

福井ゾンタクラブ　イベントに参加して	 地区指名委員  上田 恵子

　2011年12月7日（水）18時より21時までホテルフ
ジタ福井において開催された第25回チャリティパー
ティに招待され参加した。例年の事ながら300名程
の賑やかなこの会に参加させて頂くと、皆様の意気
込みが強く感じられる。知事、市長はじめ福井の素
敵な男性の方々とも席が近いお蔭で親しくなり、楽
しいひとときを過ごさせて頂いた。留学生論文表彰
式、テーマは「東日本大震災と日本」、ゾンタ賞は張

紀才さん（中国・福井大学）。これは、時を得たもの
であり感動した。以前は賑やかなオークションで驚
かされたが、今回は津軽三味線・ピアノの演奏でこ
れも素晴らしかった。寄贈も福井市総合運動会公園
のゾンタ植樹（継続13年目）はじめ配偶者暴力被害者
自立支援事業など多くの所に会場で渡されたのはよ
かったと思う。日帰りの忙しい一日であったが、福
井の人情と味覚の溢れる楽しいひと時であった。

「くらしき作陽大学ゴールデンZクラブ」認証状伝達式に出席して	 永井 隆子

　2012 年 1月18日、「岡山ゾンタクラブ」が SOMク
ラブとなり、国際ゾンタ加盟 634 番目の新ゴールデンZ
クラブとして、「くらしき作陽大学ゴールデンZクラブ」
が認証され、その認証を記念して行われる認証状伝達
式に出席いたしました。
　伝達式は、岡山全日空ホテルにて、26 地区上田トク
ヱガバナーはじめ各エリアからのゾンシャンが参加して
行われましたが、若い会員11名（女性 9 名、男性 2 名）
からなるクラブは、会長が男子ですが、皆様はつらつ
として元気いっぱい、ボランティア活動に熱心に取り組

んでいただける雰囲気の方ばかりでした。
　久しぶりに伺った岡山ですが、このゴールデンZクラ
ブの学生たちが、大学を巣立った後もゾンシャンとして
活動を続け、いつか岡山ゾンタクラブの会員として、お
目にかかれる日を楽しみに、また私達大阪Ⅰゾンタクラ
ブも、ゴールデン
Zクラブを作れる
ように、と願いな
がら帰ってまいり
ました。

大津ゾンタクラブ　イベントに参加して	 地区指名委員  上田 恵子

　2011年12月18日（日）びわこホテルにおいて開か
れたチャリティークリスマスバザー&パーティーに
参加した。14時から17時までバザー、17時から20
時頃までクリスマスディナーパーティという長時間
のイベントである。キッズコーナー（託児所）が無
料であり、パーティーは大人10,000円、小学生6,000
円、幼児以下無料と料金にも工夫があり、会員やそ
のお子様の出演、楽しい音楽がいっぱいで子供たち

にも喜ばれる企画がたくさんあった。そのせいか会
場は子供連れの若いパパ、ママが多く、微笑ましく
華やかな雰囲気であった。ロット・ザ・プレゼント
チケットも販売され、これも嬉しい企画であり、商
品も大人用、子供用と分けられ子供たちも賑やかに
楽しんでいた。若いクラブならではの企画と感心し
ながら、他クラブの方々との交流も楽しく過ごし、
ゾンタの友人と話しながら帰路についた。

若さあふれるゴールデンZクラブの学生たち
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ときめきインタビュー
〜輝き続ける女性をクローズアップ！〜

  大切な“お客様”との出会い	 北村 やゆ子

　私は、生命保険、損害保険の代理店をさせて頂いております。保険のご案
内をさせて頂き、ご希望があればご希望に添って加入の手続きをさせて頂
き、その手続きをきっかけに、お客様と私の人間関係が始まります。住所変
更、名義変更、金融機関変更、保険金請求、などのすべてをまかされており、
私を頼りに皆さんがお電話やメールをしてくださいます。また、お客様のご
家族やご友人など大切な方々をご紹介して頂けたときは大変うれしく、あり
がたい瞬間です。今、このように元気で力いっぱいお仕事をさせて頂けます
のは、たくさんのお客様に支えて頂いてるおかげです。心より感謝しており
ます。
　そんな大切なお客様が、もしアクシデントや病気に出くわされた場合、お
客様の立場に立って、お世話させて頂きたいと常に思っております。保険を
通じてですが、出逢えた方お一人お一人は、私の大切な家族と同様です。お
客様を一生涯お守りするためには、常に保険や
医療現場の勉強、私自身の健康管理も大切だと
気を付けております。これからも、自分自身を
磨き、多くの人に“ありがとう”と言って頂け
るよう、いろいろなことを学び、そして世の中
のため、お客様のために役に立つ人間でありた
いと思います。

 第４回　上田 恵子さん

ゾンタ歴42年、奉仕の精神を学びながら
インタビュアー  税所凉子

　今回の輝き続ける女性は、『大阪Ⅰゾンタクラブの生字引』といっても過言ではない上田
恵子さん。それもそのはず、上田さんは1970年に入会され、ゾンタ歴42年（ただし10年ほ
ど介護の為休会）というベテランゾンシャンです。
　クラブ会長（2002 〜 04年）、26地区会計（2006 〜 08年）、26地区指名委員（2010 〜 12年）
など次々と重要な役職をこなしてこられました。
　「2004年5月4日に開催された、大阪Ⅰゾンタクラブ40周年記念式典・祝宴には大阪Ⅰゾ
ンタクラブ最年少の会長でしたが、佐々木静子実行委員長はじめ皆様のおかげで盛大に開
催する事ができ、感謝しています。記念寄付も大坂城（トラのレリーフ）や府下の40施設
（時計）へでき、他クラブからも『さすがは大阪Ⅰゾンタクラブ！』と言っていただけたのが
嬉しい思い出です」と振り返られました。
　又、26地区会計の思い出は、「大阪Ⅰからの推薦でならせていただきました。26地区が三
分割され日本が独立の時で、会計面でも変更があり、仕事が多く、重責に身の引き締まる
思いでした。国際からの英文メールも次々届き悩まされましたが、いい勉強になりました」
とのこと。
　2011年10月13 〜 15日、国際ゾンタ26地区第11回大会が奈良で開催されましたが、国内
はもちろん、国外からも多くのゾンシャンが参集する中で、ゾンタ歴30年以上の会員に国
際会長からの感謝状が贈呈されました。わがクラブからはチャーターメンバーである佐々
木静子氏、そして、徳光清子氏、川田喜代子氏、辻恵美子氏に次いで5番目にゾンタ歴の長
い上田恵子氏、伊藤幸子氏も受賞。
　「ゾンタ歴42年ということは、かなりお若いときの入会です
ね。入会の動機はなんですか？」とお聞きしたところ、「大手前
高校の大先輩で、クラブ初代会長広瀬勝代さんに勧められて入
会しました。だから、歴代会長を全部存知上げている数少ない
会員の一人だと思いますよ」とおっしゃいました。そして、「広
瀬さんからは、お恵ちゃん、お恵ちゃんと言ってかわいがって
いただいていたのよ」と。広瀬氏に、「七宝のことをしているの
なら、ぜひゾンタクラブに入りなさいよ。一業種一人だけなの
よ、私が推薦しますから。本当はあなたのような若い人が入れ
るようなところではないのだけれど、あなたは特別よ。これか
ら活躍できる人だと思うから、ぜひあなたを入会させたい。あ
なたのためにもきっとすばらしい経験になりますよ」と半ば強
引に誘われたそうです。初めは「私なんか若輩者ですから」とお

リレーエッセイ

断りされたそうですが、このように言われると悪い気がせず、ご主人の勧めもあって入会
を決意されたとのこと。また、ご主人のお母さまの介護のことで退会を申し出られた時も
強く引き留められ、休会ということになり、10年程休会されたそうです。
　復帰後は熱心に活動され、国際大会への参加は8回に。『ゾンタの生字引』と呼ばれる所以
はそこにもあるようですね。
　七宝作家としてアクセサリーや額、箪笥などを製作し、教室では3歳から80歳までの生徒
さんを指導されているとのこと。
　「七宝焼き一筋に歩んできた私にとって、ゾンタの魅力は異業種の分野で活躍されている
方々との出会いと、奉仕活動という社会貢献の場があることです。奉仕の精神や多くのこと
を学ばせていただき、そして、自らを研鑽していける場でもあります。また、国際ゾンタの
一員として活動する中で、国内のみならず国外にも素晴らしい出会いが広がり、その結果、
心豊かな人生を送ることができています」と、目を輝かせながらにっこりとされたのが印象
的でした。

地区大会での表彰式にて
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文部科学大臣賞を受賞して	 川田 喜代子

　この度、大阪府医師会、大阪市教育委員会より、
今までの学校医としての実績と地域医療に永年（昭
和28年3月に浪速区日本橋に耳鼻咽喉科を開業）携
わってきたとの二点で文部科学大臣賞をいただくこ
とになりました。最初、お断りしたのですが、大阪
ではただ一人推薦したのでと強く言われたことも
あって、平成23年10月27日、静岡で開催された「第
61回全国学校保健研究大会」に出席。その席上、受
賞して参りました。
　ふり返ってみますと、子どもの頃、病気がちであっ
た私と、健康優良児型の妹山本富士子の二人を水泳
やヨットで体を鍛えてくれた父、食事にとても気を配ってくれた母、そのおかげで、
開業してからの59年　の今日までがんばって、今では浪速区で一番古い医院として、
子、孫、曾孫と4代にわたり診療しております。しかし、59年の間にはずい分いろん
なことがありましたが、二度の出産と骨折の時以外は休診せず、都市のドーナツ化現
象で初め約1000人以上の生徒数（現在はその約1/5）の日東小学校、幼稚園、日本橋中、
小、幼、五校園の健診を毎年おこなって参りました。こんなふうに、私の好きな言葉
「継続は力」を実践できたのは、恩師、先達の先生方はもとより、一昨年亡くなった小
児科医の夫、その跡を継いだ長男、事務的なことを一切引き受けている長女、私の手
足同様にがんばっている古くからのスタッフ、そしてどんな時にも励まし力づけてく
れる友人たちのおかげと深く感謝しております。
　その上、（社）大阪府女医会、（社）大阪府耳鼻咽喉科医会の先生方が発起人となって、
平成24年1月29日（日）正午より、帝国ホテルで盛大な受賞記念祝賀会を開催していた
だきました。当日は140人余の方々に出席いただき、女医会をはじめ耳鼻咽喉科医会、
大阪Ⅰ・大阪Ⅱゾンタクラブ、清交社の方々、東京及び名古屋、徳島の友人、妹山本
富士子も東京よりかけつけ花束を贈ってくれました。そして、主催の丸山大阪府女医
会長の挨拶にはじまり、大阪府医師会伯井会長をはじめ、日本女医会津田喬子会長、
弁護士の佐々木静子先生が車椅子で登壇。祝辞をいただいたのはほんとうに感激でし
た。その後、日ごろ私たち家族がご指導を受けている小野剛三様のギター演奏、河村
さと子様（大阪Ⅱゾンタクラブ会長）のすばらしい独唱。桂三金師匠の落語や黒田ワイ
ン博士肝いりのワインが当たるビンゴゲーム等々和やかに会が進行。檪原耳鼻咽喉科
医会副会長の御挨拶で定刻午後3時、閉会となりました。
　このように和やかで盛大な会を開いていただいた先生方やお世話になった皆様方に
心から感謝し、紙面を借りて厚く御礼申し上げます。
　今後、これらすべての“絆”を大切に「生涯現役」を目標にして、地域医療に診療に
励んでいきたいと思っておりますので、今までと同様にご指導くださいますよう、よ
ろしくお願いいたしましてペンを擱きます。

  赤ちゃん写真の顛末記	 仁科 一江

　昨年10月の出産後、大袈裟かもしれませんが、私の人生の中で革命が起こっ
たような気分を連日味わっております。その衝撃の大きさは、今流行りの“想
定外”で、時としてひるんでしまいそうなこともあるのですが、大きな喜び
を感じることも、もちろん多々あります。
　今回、お伝えしたいのは、著明な感動を私にもたらした赤ちゃんの写真に
ついてです。事の始まりは、当クラブの永井会長から頂いた１通のメール
で、何と、ガバナーズレターのトピックスとして推薦したいとの由、要する
に赤ちゃんの写真が必要になったのです。ただ、掲載するかどうかの最終判
断は、ガバナーが判断されるとのことで、もしだめになれば、推薦してくだ
さった会長に申し訳ないと悩み始めたのです。その頃手元にある赤ちゃんの
写真は、素人が撮ったスナップ写真ばかりでしたので、近々予定しているお
宮参りの後、写真館で専門家の方にお願いしようと考えました。ただ、万が
一、写真館での写真が利用できない場合も考慮して、神社でもしっかり写真
を撮っておこうと、同席してくれた実妹に撮ってもらったのが、この写真な
のです。案の定、写真館の中では、スナップ写真は厳禁で、ネガが頂けるのは、
何と１年先とのことで、結局、神社での写真が出番となったのです。幸い結
果的には、早川ADのご尽力も加わりガバナーズレターに掲載して頂くこと
となり、私はほっと胸を撫で下ろしたのでした。しかし、ここで話は終わら
ないのです。その後、神社での写真を年賀状に利用したのですが、それ以来、
不思議なことが次々起こっています。例え
ば、写真に感動してハッピーな気分になれ
たと喜ばれ、和歌山から数年ぶりに友人が
訪れたり、１枚の年賀状がご縁で十数年ぶ
りに数人の知人から連絡があったり、尚、
この現象はまだまだ続いているのです。
　とにかく、この心地良い現象を生み出す
きっかけを与えてくださった永井会長に心
から感謝すると同時に、私の妊娠・出産を
力強く支えてくださったゾンシャンの皆様
のご多幸を祈るばかりでございます。

会員寄稿
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　活動報告　2011年8月〜 2012年2月

8月7日（日）

8月22日（月）

9月1日（木）

9月13日（火）

9月15日（木）

10月6日（木）

10月10日（月）

10月13〜 15日

10月16日（日）

10月18日（火）

10月20日（木）

11月3日（木）

11月17日（木）

11月19日（土）

12月1日（木）

12月7日（水）

12月15日（木）

12月18日（日）

岩手県山田町ゾンタハウスに物品支援協力申し出

京都Ⅰ ZC・納涼食事会2名参加

理事会（10名）　於：事務所
・山田町ゾンタハウス支援相談

奈良･和歌山台風被害支援を相談

例会（25名）　於：リーガロイヤルホテル
・卓話「瀬戸内海の環境｣　講師：後藤安子会員
・大阪ⅠZC会報62号完成･配付

理事会（11名）　於：事務所

ユニセフチャリティーバザー参加

国際ゾンタ26地区　第11回地区大会参加

奈良ゴールデンZC認証伝達式参加

マッケンジー国際ZC次期会長とのお別れ晩餐会

例会（19名）　於：リーガロイヤルホテル

理事会（9名）　於：事務所

レストランヴァリエにて移動例会（20名）
・�卓話｢豊かな人づくりを求めて｣　講師：中桐万里子氏（二宮尊徳ご子孫）
・今年度の奉仕先発表
・�ゾンタ歴30年以上の会員（6名）紹介と国際からの表彰状授与

フェニックス神戸ゾンタクラブ
チャリティーバザー参加（2名）

理事会（10名）	於：事務所
・会則見直しの内規委員会設置
・ＨＰ準備委員会と小委員会を設置

福井ゾンタクラブチャリティー
パーティー参加（1名）

例会（23名）　於：リーガロイヤルホテル
・�卓話｢日本ゾンタ、大阪Ⅰゾンタの歩み」
　講師：佐々木静子会員
・国際ゾンタ財団への寄付事務手続き完了

大津ゾンタクラブチャリティークリスマスバザー＆パーティー参加（1名）

　当ゾンタクラブ会員の長野禮子さんが2011年11月15日に永眠

されました。長野さんは2001年に入会後、10年以上、広報委員

や理事などとして活躍され、穏やかで優しい人柄は、多くの方々

に慕われておられました。ご冥福をお祈り申し上げます。

  長野禮子さんを偲ぶ　　　　川田 喜代子

　親友の禮子さんが３月11日の東日本大震災のあと、急に倒れてしまわれ、連絡

がとれなくなりました。ちょうど１年ほど前にも難波駅で事故にあわれ、どうなる

かと心配していたところ、見事に復活されたので、今度もしばらくしたらきっと“元

気になった”といろんな会合に出てこられるものと期待していましたのに。

　今朝、突然、悲しいお知らせを受けました。ほんとうにショックでしばらくは何

も考えられなくて呆然としておりました。もう少しがんばっておられたら、きっと

いい治療法が見つかるかもしれないと、それを期待していましたのに。ほんとうに

残念です。

　禮子さん、貴女とは関西医大18回生のクラスメートとして同窓会のお世話はも

ちろん、（社）大阪府女医会の副会長として、また大阪Ⅰゾンタクラブのメンバー

等々、いろんな会でご一緒しましたね。卒業後は疎遠になりがちな友人関係の中で

一番係わり合いが深かったように思います。特に貴女は文才にすぐれておられて、

その書かれた記事はさすがと感じるものばかりでした。女医会報の編集委員長とし

ても、とても立派に取り仕切っておられましたものね。私が女医会名誉会長となる

のと同時に貴女には名誉顧問になっていただきました。私事で恐縮ですが、女医会

報の巻頭言を執筆すると真っ先に禮子さんにＦＡＸを送り、“よくできているわね”

とほめてもらうと安心したものでした。

　禮子さん、貴女のやさしさや良識、落ち着いた言動をもっともっと感じていたかっ

たのに…。しかし、あなたはこれからもご家族をはじめ、あなたを知る人々の心の

中にしっかりと生きつづけられることと思います。きっと私も折りにふれて思い出

すことでしょう。

　今はただ天上より皆を見守っていて下さいませ。ご冥福を心より祈って。

合掌 　　　　

表彰状を手に記念撮影
後列左より永井会長、川田喜代子、上田恵子、
前列左より佐々木静子、徳光清子、辻恵美子
（伊藤幸子さんは欠席）
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編集後記

　あれから1年、今年も梅がほころび、春の気配がただよう季節となりました。まだまだ遠い道の
りですが、それでも一歩ずつ復興への道を歩んでおられる方々に心からの敬意とエールを送りた
いと思います。
　さて、会報64号、いかがでしょうか。地区大会はじめクラブ内外の記事で埋まりました。ご寄
稿いただきました会員各位には心からお礼申し上げます。
　1980年に、当時の川田会長のもと、年2回のペースでずっと今日まで発行されてきました“大阪
Ⅰゾンタクラブ会報”も大阪Ⅰゾンタクラブホームページの開設に伴い、年1回の発行と決まりま
した。従いまして今後はその内容にも改めて検討が必要であるかと思います。今後皆様のお知恵
をお借りして、引き続き会員のためのよりよい会報となりますよう、続行していきたいと考えます。
ご協力をよろしくお願い申し上げます。	 （広報委員長　行岡陽子）

理事会（10名）　於：事務所
HP小委員会開催　於：どりむ社　2月HPアップ予定

くらしき作陽大学ゴールデンZクラブ認証状伝達式　参加（1名）

例会（21名）　於：リーガロイヤルホテル
・�チャリティー講演会詳細検討　実行委員会発足�
2月にチラシとチケット配付、震災で大阪へ避難されている方の招待に�
賛同	
・�卓話「コーヒーの話」講師：UCCコーヒー博物館長　楠正暢氏

理事会（11名）　於：どりむ社
・HPの出来上がり具合をチェック

例会（25名）　於：リーガロイヤルホテル
・HPを会員に披露、公開
・指名委員の選出
・チャリティー講演会チラシ･チケット配付　他

（記録書記　松美佐子）

1月12日（木）

1月18日（水）

1月19日（木）

2月2日（木）

2月16日（木）

2012年

大阪Ⅰゾンタクラブ  チャリティー講演会のお知らせ

「思い続ければ夢は叶う」  講師：有森裕子氏

日　時：2012年4月19日（木） 午後2時〜
場　所：大阪市中央公会堂
入場料：3,000円

チケット購入などのお問い合わせは、
大阪Ⅰゾンタクラブ会長 永井隆子（072-632-5586）まで。




